
も
劣
ら
ず
、
洋
上
風
力
発
電
の

誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
や
漁
業

を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
策

な
ど
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
固

定
資
産
税
の
増
収
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
の
著

し
い
人
口
減
少
に
対
応
す
る
産

業
全
般
の
活
性
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目
指
し
、

洋
上
風
力
発
電
の
誘
致
に
向
け
、

利
害
関
係
の
あ
る
松
前
さ
く
ら

漁
業
協
同
組
合
の
理
事
会
の
承

認
も
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
ま

ず
は
国
の
促
進
区
域
の
指
定
を

受
け
る
た
め
の
情
報
提
供
の
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す

る
と
い
っ
た
内
閣
総
理
大
臣
の

所
信
表
明
も
あ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
益
々
の
発

展
が
期
待
で
き
る
分
野
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
町
の
風
況
を
活

か
し
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
及
び
環
境
へ
の
貢
献

と
町
の
地
域
振
興
及
び
産
業
の

持
続
化
を
図
る
た
め
、
洋
上
風

　
令
和
2
年
松
前
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
14
日
に
開
会
し
、

15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
は
、
1
件
の
行
政
報
告
を
は

じ
め
、
町
長
か
ら
13
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
議
決
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
、議
会
だ
よ
り（
3
月
発
行
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
立
松
前
病
院
で
は
、
医
療

事
務
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
月
13

日
㈬
ま
で
に
履
歴
書
を
町
立
松

前
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

■
採
用
予
定
数
　
１
名

■
受
験
資
格

　
医
療
事
務
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
医
療
事
務
経
験
者

お知らせ

■
勤
務
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　（
変
則
勤
務
あ
り
）

■
給
与
等

　
　
月
額
14
万
6
千
百
円
〜

■
保
険
適
用

　
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
・
雇
用
保
険
）

■
採
用
試
験
　

　
１
月
中
旬
（
後
日
申
込
者
へ

連
絡
し
ま
す
。）

提
出
・
問

　
松
前
町
立
松
前
病
院

　
〒
0
4
9

－

1
5
9
3

　
松
前
町
字
大
磯
1
7
4

－

１

☎
42

－

2
5
1
5

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
芸

能
祭
を
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん

に
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

･
小
島
地
区
芸
能
文
化
祭

･
大
島
地
区
春
の
芸
能
祭

･
松
前
地
区
春
の
芸
能
祭

 

町
の
人
事  

（
　
）内
は
前
職

松
前
町
病
院
事
業
人
事

退
職
（
12
月
1
日
付
）

▽
原
田
裕
輔
（
主
任
理
学
療
法

士
）

採
用
（
12
月
1
日
付
）

▽
西
病
棟
看
護
師
・
横
田
莉
菜

医
療
事
務
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
　
　を
募
集
し
ま
す

各
地
区
の
芸
能
祭

　
　中
止
の
お
知
ら
せ

提
出
・
問

町立松前病院 （☎42-2515）

1月の応援診療
外　科 函館協会病院

 15日 （金）午前 久木田医師

小児科 市立函館病院

 7日 （木） 若林医師
 14日 （木） 若林医師
 21日 （木） 中村医師
 28日 （木） 工藤医師

整形外科 函館中央病院

 18日 （月）午前・午後 笹沢医師
 25日 （月）午前・午後 嶋村医師

眼　科 札幌医科大学

 6日 （水）午前・午後 井田医師
 27日 （水）午前・午後 川田医師

耳鼻咽喉科 札幌医科大学

 8日 （金）午前・午後 黒瀬医師
 22日 （金）午前・午後 大國医師

内視鏡（胃・大腸）検査 淳風会健康管理センター

 15日 （金） 間部医師
   （予約制）
 ※事前に内科を受診のうえ予約が必要です。

循環器内科 市立函館病院

 15日 （金） 蒔田医師
   （予約制）

妊婦健診 市立函館病院

 13日 （水）午後 市立函館病院医師
 20日 （水）午後 市立函館病院医師
   （予約制）
 ※詳細については、市立函館病院医療連携課
 　へお問い合わせください。
 　（☎0138‒43‒2000○内 4272）

町立江良診療所 社会医療法人高橋病院

 8日 （金）午後 阿部医師
 22日 （金）午後 若林医師

担当医師は変更になることもあります
ので、ご了承ください。

希望される方は町のホームページをご覧
いただくか、直接お問い合わせください。

◆社会福祉士(1名)

お問い合わせ先　総務課　☎42－2275

◆看護師・准看護師(若干名)　ほか

お問い合わせ先　町立松前病院　☎42－2515

町・町立松前病院の正職員を募集しています

採用情報

町長提出議案

令和2年度松前町一般会計補正予算（第8回）

令和2年度松前町国民健康保険特別会計補正予算
（第4回）

令和2年度松前町介護保険特別会計補正予算
（第2回）

令和2年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第2回）

令和2年度松前町水道事業会計補正予算（第2回）

令和2年度松前町病院事業会計補正予算（第3回）

松前町営牧野管理条例の一部を改正する条例制定
について

松前町職員の公益的法人等への派遣等に関する条
例制定について

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例制定について

松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
制定について

松前町病院事業修学資金貸付条例等の一部を改正
する条例制定について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例制定について

公有水面埋立てについて

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

12月14日

12月14日

12月14日

12月14日

12月14日

12月14日

12月14日

12月15日

12月15日

12月15日

12月15日

12月15日

12月15日

件　　　　　　名 議決結果 議決月日

松前町議会　第4回定例会

2425 広報まつまえ  令和3年1月号広報まつまえ  令和3年1月号

令和２年松前町議会

第4回
定例会
12月14日～15日

　
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と

は
、
町
広
報
11
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
急

不
動
産
株
式
会
社
が
所
有
す
る

リ
エ
ネ
松
前
風
力
発
電
所
の
大

型
蓄
電
施
設
を
活
用
し
、
大
規

模
停
電
時（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
効
率
的
な

電
力
の
供
給
を
目
指
し
て
、
今

年
度
に
経
済
産
業
省
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
松

前
町
と
東
急
不
動
産
株
式
会
社

の
共
同
申
請
に
よ
り
、
松
前
町

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
で
発
電
し
た

電
気
を
既
存
の
送
電
網
を
活
用

し
て
、
そ
の
地
域
に
送
電
で
き

な
い
か
検
討
を
図
る
も
の
で
、

ま
ず
は
本
庁
区
域
（
建
石
〜
大

沢
）
に
範
囲
を
設
定
し
、
去
る

11
月
4
日
に
第
1
回
目
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
が
松

前
町
で
開
催
さ
れ
、
専
門
知
識

を
有
す
る
東
京
大
学
大
学
院
准

教
授
、
函
館
高
専
教
授
や
送
電

網
を
管
理
す
る
北
海
道
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
担
当
部

長
及
び
町
政
策
財
政
課
長
を
委

員
と
し
、
経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
職
員
も
招
い
て
、

計
画
の
内
容
や
様
々
な
課
題
な

ど
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
定
し
た
電
力
の
供
給
や

変
電
所
へ
の
独
立
し
た
接
続
な

ど
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が

解
決
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、

事
業
性
は
高
い
と
さ
れ
、
全
国

的
に
も
先
進
事
例
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
是
非
成
功
さ
せ

た
い
と
前
向
き
な
お
話
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
検
討
委
員
会
を
重
ね

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
調
査

や
実
証
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
、

力
発
電
の
誘
致
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
3
千
38
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
65
億
2
千
95
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業
に
係
る

経
費
、
テ
レ
ビ
中
継
局
設
備
復

旧
工
事
、
病
院
事
業
会
計
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
と
人
事
院

勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与
の
減

額
な
ど
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
80
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
11
億
2
千
7
百
57
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
一
般

被
保
険
者
保
険
税
還
付
金
及
び

還
付
加
算
金
な
ど
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
は
、
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
4
百
84

万
4
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
10
億
5
千
3
百
68
万
4
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

で
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
36
万
4
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
千
2
百
49

万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
職
員

給
与
費
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
56
万
1
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
1
億
2
千
9
百
79
万

6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
増
額
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
97
万
7
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
億
8
千
6

百
3
万
5
千
円
、
収
益
的
収
支

勘
定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に

44
万
7
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
7
千
7
百
47
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

支
出
の
予
算
総
額
か
ら
27
万
4

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

2
億
9
百
18
万
4
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
庁
舎

改
修
に
係
る
経
費
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
3
千
4
百
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
13
億
6
百

68
万
6
千
円
、
収
益
的
収
支
勘

定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に
4

百
74
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
14
億
5
千
百
18
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

収
入
の
予
算
総
額
に
4
千
3
百

87
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
6
千
3
百
98
万
7

千
円
、
資
本
的
収
支
勘
定
の
支

出
の
予
算
総
額
に
4
千
百
30
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１

億
7
千
3
百
50
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
人
工

腎
臓
装
置
の
購
入
な
ど
で
す
。

　
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職

の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
公
益
的

法
人
等
に
職
員
を
派
遣
す
る
制

度
等
を
整
備
し
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
牧
野
管
理
の
た
め
に
設
置
し

て
い
る
施
設
の
う
ち
、
牛
衡
舎

が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
施
設
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
肉
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
で
飼
養

す
る
肉
牛
の
体
調
管
理
等
の
業

務
を
適
切
に
行
う
獣
医
師
を
採

用
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
施
行
令
に
規
定
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
に
準
ず
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
申
請
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に

繋
が
る
よ
う
関
連
す
る
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　
改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
病
院
事
業
修
学
資
金

貸
付
条
例

②
松
前
町
医
療
従
事
者
養
成
修

学
資
金
貸
付
条
例

③
松
前
町
奨
学
資
金
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
延
滞
金
の

割
合
の
名
称
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
連
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
税
外
諸
収
入
金
の
徴

収
に
関
す
る
条
例

②
松
前
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　
次
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▽
字
静
浦
94
番
地
先
の
公
有
水

面

行
政
報
告

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
大
型
風
力
発
電
等
）

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

松
前
町
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
構
築
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

作
成
に
つ
い
て

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

の
成
功
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
将

来
、
松
前
町
内
全
域
の
平
常
時

の
電
力
も
、
町
内
で
発
電
し
た

電
力
で
賄
う
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
安
価
で
効
率
的
な
電
気
の

地
産
地
消
の
実
現
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
30

年
法
律
第
89
号
）
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
、
国
の
促
進
区
域
の

指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
準
備
が
進
ん
で
い
る

区
域
は
、
秋
田
県
沖
や
青
森
県

沖
、
更
に
は
檜
山
沖
や
南
後
志

地
区
沖
と
日
本
海
沿
岸
に
か
け

て
の
区
域
で
あ
り
、
当
町
と
し

て
も
風
況
に
つ
い
て
は
勝
る
と



も
劣
ら
ず
、
洋
上
風
力
発
電
の

誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
や
漁
業

を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
策

な
ど
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
固

定
資
産
税
の
増
収
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
の
著

し
い
人
口
減
少
に
対
応
す
る
産

業
全
般
の
活
性
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目
指
し
、

洋
上
風
力
発
電
の
誘
致
に
向
け
、

利
害
関
係
の
あ
る
松
前
さ
く
ら

漁
業
協
同
組
合
の
理
事
会
の
承

認
も
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
ま

ず
は
国
の
促
進
区
域
の
指
定
を

受
け
る
た
め
の
情
報
提
供
の
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す

る
と
い
っ
た
内
閣
総
理
大
臣
の

所
信
表
明
も
あ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
益
々
の
発

展
が
期
待
で
き
る
分
野
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
町
の
風
況
を
活

か
し
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
及
び
環
境
へ
の
貢
献

と
町
の
地
域
振
興
及
び
産
業
の

持
続
化
を
図
る
た
め
、
洋
上
風
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地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と

は
、
町
広
報
11
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
急

不
動
産
株
式
会
社
が
所
有
す
る

リ
エ
ネ
松
前
風
力
発
電
所
の
大

型
蓄
電
施
設
を
活
用
し
、
大
規

模
停
電
時（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
効
率
的
な

電
力
の
供
給
を
目
指
し
て
、
今

年
度
に
経
済
産
業
省
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
松

前
町
と
東
急
不
動
産
株
式
会
社

の
共
同
申
請
に
よ
り
、
松
前
町

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
で
発
電
し
た

電
気
を
既
存
の
送
電
網
を
活
用

し
て
、
そ
の
地
域
に
送
電
で
き

な
い
か
検
討
を
図
る
も
の
で
、

ま
ず
は
本
庁
区
域
（
建
石
〜
大

沢
）
に
範
囲
を
設
定
し
、
去
る

11
月
4
日
に
第
1
回
目
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
が
松

前
町
で
開
催
さ
れ
、
専
門
知
識

を
有
す
る
東
京
大
学
大
学
院
准

教
授
、
函
館
高
専
教
授
や
送
電

網
を
管
理
す
る
北
海
道
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
担
当
部

長
及
び
町
政
策
財
政
課
長
を
委

員
と
し
、
経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
職
員
も
招
い
て
、

計
画
の
内
容
や
様
々
な
課
題
な

ど
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
定
し
た
電
力
の
供
給
や

変
電
所
へ
の
独
立
し
た
接
続
な

ど
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が

解
決
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、

事
業
性
は
高
い
と
さ
れ
、
全
国

的
に
も
先
進
事
例
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
是
非
成
功
さ
せ

た
い
と
前
向
き
な
お
話
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
検
討
委
員
会
を
重
ね

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
調
査

や
実
証
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
、

力
発
電
の
誘
致
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
3
千
38
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
65
億
2
千
95
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業
に
係
る

経
費
、
テ
レ
ビ
中
継
局
設
備
復

旧
工
事
、
病
院
事
業
会
計
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
と
人
事
院

勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与
の
減

額
な
ど
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
80
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
11
億
2
千
7
百
57
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
一
般

被
保
険
者
保
険
税
還
付
金
及
び

還
付
加
算
金
な
ど
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
は
、
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
4
百
84

万
4
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
10
億
5
千
3
百
68
万
4
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

で
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
36
万
4
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
千
2
百
49

万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
職
員

給
与
費
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
56
万
1
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
1
億
2
千
9
百
79
万

6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
増
額
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
97
万
7
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
億
8
千
6

百
3
万
5
千
円
、
収
益
的
収
支

勘
定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に

44
万
7
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
7
千
7
百
47
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

支
出
の
予
算
総
額
か
ら
27
万
4

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

2
億
9
百
18
万
4
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
庁
舎

改
修
に
係
る
経
費
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
3
千
4
百
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
13
億
6
百

68
万
6
千
円
、
収
益
的
収
支
勘

定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に
4

百
74
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
14
億
5
千
百
18
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

収
入
の
予
算
総
額
に
4
千
3
百

87
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
6
千
3
百
98
万
7

千
円
、
資
本
的
収
支
勘
定
の
支

出
の
予
算
総
額
に
4
千
百
30
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１

億
7
千
3
百
50
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
人
工

腎
臓
装
置
の
購
入
な
ど
で
す
。

　
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職

の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
公
益
的

法
人
等
に
職
員
を
派
遣
す
る
制

度
等
を
整
備
し
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
牧
野
管
理
の
た
め
に
設
置
し

て
い
る
施
設
の
う
ち
、
牛
衡
舎

が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
施
設
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
肉
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
で
飼
養

す
る
肉
牛
の
体
調
管
理
等
の
業

務
を
適
切
に
行
う
獣
医
師
を
採

用
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
施
行
令
に
規
定
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
に
準
ず
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
申
請
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に

繋
が
る
よ
う
関
連
す
る
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　
改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
病
院
事
業
修
学
資
金

貸
付
条
例

②
松
前
町
医
療
従
事
者
養
成
修

学
資
金
貸
付
条
例

③
松
前
町
奨
学
資
金
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
延
滞
金
の

割
合
の
名
称
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
連
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
税
外
諸
収
入
金
の
徴

収
に
関
す
る
条
例

②
松
前
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　
次
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▽
字
静
浦
94
番
地
先
の
公
有
水

面

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

関
す
る
人
事
院
の
勧
告
に
伴
い
、

職
員
及
び
特
別
職
等
の
期
末
手

当
支
給
率
の
改
定
に
係
る
規
定

を
整
理
す
る
た
め
、
関
連
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
関
連
条
例

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

②
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例

③
町
長
等
の
諸
手
当
額
並
び
に

そ
の
支
給
条
例

④
松
前
町
病
院
事
業
管
理
者
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
⑤
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例

一
般
会
計
（
第
8
回
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
4
回
）

水
道
事
業
会
計
（
第
2
回
）

病
院
事
業
会
計
（
第
3
回
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
2
回
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
2
回
）

松
前
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等

へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

松
前
町
病
院
事
業
修
学
資
金

貸
付
条
例
等

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

松
前
町
営
牧
野
管
理
条
例

松
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

公
有
水
面
埋
立
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

条
例
の
改
正

そ
の
他

令
和
２
年
松
前
町
議
会

第
6
回
臨
時
会

11
月
30
日

令
和
2
年
度

　 

補
正
予
算

条
例
の
制
定
・

　
　
改
正
な
ど

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

の
成
功
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
将

来
、
松
前
町
内
全
域
の
平
常
時

の
電
力
も
、
町
内
で
発
電
し
た

電
力
で
賄
う
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
安
価
で
効
率
的
な
電
気
の

地
産
地
消
の
実
現
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
30

年
法
律
第
89
号
）
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
、
国
の
促
進
区
域
の

指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
準
備
が
進
ん
で
い
る

区
域
は
、
秋
田
県
沖
や
青
森
県

沖
、
更
に
は
檜
山
沖
や
南
後
志

地
区
沖
と
日
本
海
沿
岸
に
か
け

て
の
区
域
で
あ
り
、
当
町
と
し

て
も
風
況
に
つ
い
て
は
勝
る
と

松
前
沖
の
洋
上
風
力
発
電
誘

致
に
係
る
促
進
区
域
の
指
定

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て



も
劣
ら
ず
、
洋
上
風
力
発
電
の

誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
や
漁
業

を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
策

な
ど
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
固

定
資
産
税
の
増
収
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
の
著

し
い
人
口
減
少
に
対
応
す
る
産

業
全
般
の
活
性
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目
指
し
、

洋
上
風
力
発
電
の
誘
致
に
向
け
、

利
害
関
係
の
あ
る
松
前
さ
く
ら

漁
業
協
同
組
合
の
理
事
会
の
承

認
も
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
ま

ず
は
国
の
促
進
区
域
の
指
定
を

受
け
る
た
め
の
情
報
提
供
の
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す

る
と
い
っ
た
内
閣
総
理
大
臣
の

所
信
表
明
も
あ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
益
々
の
発

展
が
期
待
で
き
る
分
野
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
町
の
風
況
を
活

か
し
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
及
び
環
境
へ
の
貢
献

と
町
の
地
域
振
興
及
び
産
業
の

持
続
化
を
図
る
た
め
、
洋
上
風
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地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と

は
、
町
広
報
11
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
急

不
動
産
株
式
会
社
が
所
有
す
る

リ
エ
ネ
松
前
風
力
発
電
所
の
大

型
蓄
電
施
設
を
活
用
し
、
大
規

模
停
電
時（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
効
率
的
な

電
力
の
供
給
を
目
指
し
て
、
今

年
度
に
経
済
産
業
省
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
松

前
町
と
東
急
不
動
産
株
式
会
社

の
共
同
申
請
に
よ
り
、
松
前
町

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
で
発
電
し
た

電
気
を
既
存
の
送
電
網
を
活
用

し
て
、
そ
の
地
域
に
送
電
で
き

な
い
か
検
討
を
図
る
も
の
で
、

ま
ず
は
本
庁
区
域
（
建
石
〜
大

沢
）
に
範
囲
を
設
定
し
、
去
る

11
月
4
日
に
第
1
回
目
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
が
松

前
町
で
開
催
さ
れ
、
専
門
知
識

を
有
す
る
東
京
大
学
大
学
院
准

教
授
、
函
館
高
専
教
授
や
送
電

網
を
管
理
す
る
北
海
道
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
担
当
部

長
及
び
町
政
策
財
政
課
長
を
委

員
と
し
、
経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
職
員
も
招
い
て
、

計
画
の
内
容
や
様
々
な
課
題
な

ど
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
定
し
た
電
力
の
供
給
や

変
電
所
へ
の
独
立
し
た
接
続
な

ど
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が

解
決
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、

事
業
性
は
高
い
と
さ
れ
、
全
国

的
に
も
先
進
事
例
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
是
非
成
功
さ
せ

た
い
と
前
向
き
な
お
話
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
検
討
委
員
会
を
重
ね

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
調
査

や
実
証
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
、

力
発
電
の
誘
致
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
3
千
38
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
65
億
2
千
95
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業
に
係
る

経
費
、
テ
レ
ビ
中
継
局
設
備
復

旧
工
事
、
病
院
事
業
会
計
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
と
人
事
院

勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与
の
減

額
な
ど
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
80
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
11
億
2
千
7
百
57
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
一
般

被
保
険
者
保
険
税
還
付
金
及
び

還
付
加
算
金
な
ど
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
は
、
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
4
百
84

万
4
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
10
億
5
千
3
百
68
万
4
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

で
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
36
万
4
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
千
2
百
49

万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
職
員

給
与
費
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
56
万
1
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
1
億
2
千
9
百
79
万

6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
増
額
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
97
万
7
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
1
億
8
千
6

百
3
万
5
千
円
、
収
益
的
収
支

勘
定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に

44
万
7
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
7
千
7
百
47
万
2

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

支
出
の
予
算
総
額
か
ら
27
万
4

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

2
億
9
百
18
万
4
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
庁
舎

改
修
に
係
る
経
費
な
ど
で
す
。

　
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入
に

お
い
て
、
3
千
4
百
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
13
億
6
百

68
万
6
千
円
、
収
益
的
収
支
勘

定
の
支
出
の
予
算
額
総
額
に
4

百
74
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
14
億
5
千
百
18
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
の

収
入
の
予
算
総
額
に
4
千
3
百

87
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
1
億
6
千
3
百
98
万
7

千
円
、
資
本
的
収
支
勘
定
の
支

出
の
予
算
総
額
に
4
千
百
30
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１

億
7
千
3
百
50
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
人
工

腎
臓
装
置
の
購
入
な
ど
で
す
。

　
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職

の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
公
益
的

法
人
等
に
職
員
を
派
遣
す
る
制

度
等
を
整
備
し
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
牧
野
管
理
の
た
め
に
設
置
し

て
い
る
施
設
の
う
ち
、
牛
衡
舎

が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
施
設
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
肉
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
で
飼
養

す
る
肉
牛
の
体
調
管
理
等
の
業

務
を
適
切
に
行
う
獣
医
師
を
採

用
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
施
行
令
に
規
定
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
に
準
ず
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

の
申
請
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に

繋
が
る
よ
う
関
連
す
る
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　
改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
病
院
事
業
修
学
資
金

貸
付
条
例

②
松
前
町
医
療
従
事
者
養
成
修

学
資
金
貸
付
条
例

③
松
前
町
奨
学
資
金
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
延
滞
金
の

割
合
の
名
称
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
連
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
関
連
条
例

①
松
前
町
税
外
諸
収
入
金
の
徴

収
に
関
す
る
条
例

②
松
前
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　
次
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▽
字
静
浦
94
番
地
先
の
公
有
水

面

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

関
す
る
人
事
院
の
勧
告
に
伴
い
、

職
員
及
び
特
別
職
等
の
期
末
手

当
支
給
率
の
改
定
に
係
る
規
定

を
整
理
す
る
た
め
、
関
連
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
関
連
条
例

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

②
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例

③
町
長
等
の
諸
手
当
額
並
び
に

そ
の
支
給
条
例

④
松
前
町
病
院
事
業
管
理
者
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
⑤
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例

一
般
会
計
（
第
8
回
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
4
回
）

水
道
事
業
会
計
（
第
2
回
）

病
院
事
業
会
計
（
第
3
回
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
2
回
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　（
第
2
回
）

松
前
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等

へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

松
前
町
病
院
事
業
修
学
資
金

貸
付
条
例
等

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

松
前
町
営
牧
野
管
理
条
例

松
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

公
有
水
面
埋
立
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

条
例
の
改
正

そ
の
他

令
和
２
年
松
前
町
議
会

第
6
回
臨
時
会

11
月
30
日

令
和
2
年
度

　 

補
正
予
算

条
例
の
制
定
・

　
　
改
正
な
ど

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

の
成
功
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
将

来
、
松
前
町
内
全
域
の
平
常
時

の
電
力
も
、
町
内
で
発
電
し
た

電
力
で
賄
う
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
安
価
で
効
率
的
な
電
気
の

地
産
地
消
の
実
現
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
洋
上
風
力
発
電
は
、
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
30

年
法
律
第
89
号
）
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
、
国
の
促
進
区
域
の

指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
準
備
が
進
ん
で
い
る

区
域
は
、
秋
田
県
沖
や
青
森
県

沖
、
更
に
は
檜
山
沖
や
南
後
志

地
区
沖
と
日
本
海
沿
岸
に
か
け

て
の
区
域
で
あ
り
、
当
町
と
し

て
も
風
況
に
つ
い
て
は
勝
る
と

松
前
沖
の
洋
上
風
力
発
電
誘

致
に
係
る
促
進
区
域
の
指
定

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て


